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　月始め庭女宮にあるが，23日に天秤宮に侵入する．同口は太陽の緯度は

0度ミなり，秋分鮎を通過する．日出は午前，午後共に5時45分1日

は二百十口で，11日が二百二十日に當る．20日は彼岸。祉口である．

　先月始め頃，視直経は31分31秒の最小値であっナこが，其の後，次第

に壇濁しつxある．月末，太陽の廻三軸は，地球の方へ向って最も大きく

傾き（7度），北極の方を吾人に見せてみる．
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　月は3日午前8時に海王星の北側を追越す，5日には午後3時に水星

を抜き，綾いて同日午後8時には火星に追い付いて，共にその北側を通過

するが，時間の都合悪く，しかも月ミ星ミの距離も随分離れてみるので駄

目．11日になって，午後11時に土星を追いこすが，此れは西天で，浸す

る前にやつε見る事が出來る．併し，此の時も土星は月より4度も北にあ

るので．蝕り興味もない．其後20日までは何事もないが，20日午前9時

に天王星E出合って，天王星の南側2度の塵をすれ違ふ．越えて25日に

は，午前8時に木星を追ひ抜くが，時間が悪くて見られぬ，今月末日の30

しぼなって，午後1時に再び海王星に追ひ付き，夏らに同日午後7時には・



金星s海王星の接近 46．”｝

3日前に海王星を追越した許りの金星に追ひ付いて，今月の歴訪を終るu

　　　　　　　　　　　金星芒海王星の接近

　金星ミ海王星Sが本月27日午後9時過ぎに會合する．此の時，晦星間

の距離は僅か18分旨旨であり，金星は海王星の北側を通過する．更に金

星は30日朝には「しし」座ロ星の北側を通る．圖は其の頃の模康を言い

ナこものである．
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　爾ほ本欄の月の項にある如く，30口には月が此等の星の北側を通過する

のであるが本岡には入らない．

　惑星の位置は毎日午後9時の位置を示して居り，海王星は本月13aよ

り，臨月3日まで4日目毎の位置が記入してある。光度は夫々，金星，負

3．4等．海王星，7．8等．隔子，3．8等．覗直径は金星，12．4秒置海王星，

2．4秒である．尤も，此等は何れも太陽に随分近く，太陽から30度餓りし

か距ってみないので，たεへ二丁の大きさの望遠鏡でも可なり見難いかも

知れない．殊に早朝に起きなければならないのが，一寸面倒である．
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九月の恒星界

　秋になったεは言へ，まだまだ残暑は凌ぎ難い．併し叉た，其れ丈けに．

涼みがてらに，秋の星を愛つるのも一興である．

　銀河が略々南北に流れて，「ペルセ」，「さんかく」，「ひつじ」等が久々に．

て育の室に顔を出す様になった．「はくちょう」が天頂に座を占めて，「セ

ブニ」，「カシオペア」等も次第に高くなって來ナこ．「アンドロメダ」の美は

しい星雲も，もうそろそろ見頃になる．東天には「ペガス」，「うを」更ら

に「くぢら」も見え始めて留る．銀河を差し挾んで「こε」E「わし」は・

天頂に近く，七夕の傳論も思ひ出される．「てんびんJ，「まきを」，「りよう

けん．｝等は西に低く，北斗も可成り低くなった。

　南方にはまだ「さそり」が頑張って，お隣りの「へびつかひ」には土星

が，例の環を思ひ切って此方に傾けて，此の美しさを御覧なさいε言って

みろ，更らに，「いて」，「やぎ」，「みつがめ」等が意勢よく並んで，「みな

みうを」のフオマルホウトが，「暫らく」ξ挨拶してみる．

　今月は12日の宵に水星が西天によく見えるのε，月末27日の曉の東

天で，海王星ε金星εが接近するのが見物である．
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九月の遊星界

　永　星　「をεめ」座中を順行して，10日午後5時に火星を抜き，火星

の北側約3度の所を通る．12日には東方最大離角ざなる．此れが本年中

の最大離角であり，且つ宵の西天に見えるので，観望には最も都分がよい．

獄後筒順行を綾け，スピカ（光度L2等）の西南2度近くの所まで來て，

25日に留εなり以後逆行に移る．光度0等．視直径は月始め6秒，月末

にle秒足らす．

　金　星　曉の星．月始め「かに」座にあり，闘牛ばより「しし」に入り，

24口にはレグルス（光度1．3等）の僅か三度以内の北側を通過し，27日

夜9時海王星に追付き，その北側18分（角）の所を通る．視直径13秒．

光度負3等牟．（本誌第465頁を見られよ．）

　火星脊の星だが太陽に近い．「をεめ」中を順行24日にスピカの南

2度の所を通る．税直径も3秒程，月末になる程太陽に近付き観望には不便

　木　星　曉の星．「うし」座東部を順行．覗直径38秒，光度負2等．

　土星宵の星で，「へびつかひ」座中を順行，最早や観望の時期は過ぎた

が，育に南中するので其の黒占は都合がよい．視直径は15秒，光度は正1等．

　天王星　宵に東天に登る．「うを」座にあり．覗直径3秒．光度6等．

　海王星　「しし」のレグルスに近いが，南天，太陽に近いので駄目である．


